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人ロの動き
　　5月1日現在一
男4，244（一1）
女4，328（十1）
計8，572（±0）
世帯数2，260（十3）

　（）は前月比較
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平成10年度の完成をめざし

工事が進む長福寺ダム
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その他内訳
　　　（労働費、諸支出金、予備費）

その他
31，967千円

その他209，258千円 歳入 105．7％

分担金・負担金104，916千円 94．7％

繰入金II4，426千円 0．0％

諸収入178，334千円 95．9％

繰越金244，815千円
iO◎．o％

政にか
今事　￥ら町
回情毎理の

国庫支出金
398，126千円

癬．4％

しはの年解財
　￥公五し政
平表月て事
成をとい情
八し十たを
年て一だ　￥
度い月く皆

　ま1翫騎え

県支出金
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12．4％

o千はて五三
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円四い百十
で十ま二一
￥七す十日
予億　〇五現
算八　　万在

L対百　　四五

平執　　上前
成行収回年

￥七率入りよ
・年が・まり
；度伸支しも
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の
予
算
執
行
状
況
や
基
金
（
預

金
）
、
町
債
（
借
金
）
の
状
況

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

藩
算
雛
載
締
職
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平
成
八
年
度
一
般
会
計
予
算

比
八
十
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
執

行
率
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
よ

り
も
六
・
八
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
支
出
済
額
に
つ
い
て
は
、
四

十
七
億
五
千
四
十
万
三
千
円
で
、

な
く
、
各
事
業
が
平
年
の
進
捗

に
も
ど
つ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
六
つ
の
特
別
会
計
は
、
合
わ

せ
て
三
十
六
億
四
千
三
百
五
十

四
万
四
千
円
の
予
算
額
で
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執

議会費
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合計5，875，254千円　　全体80．9％
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基金（預金）町債（借金）

区　　　　　　分 7年度末残高 8年度末残高見込

一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

土地開発基金（現金分） 　千円129，7H 　千円147プ545

財　政　調　整　基　金 778，030 965，195

減　　債　　基　　金 154，704 148，599

藤巻　褒　賞　基金 2，445 2，392

豪雪対策基金 124，000 97，313

克雪住宅資金貸付基金 235，000 250，000

文化会館建設基金 443，03i 476，570

ま　ちおこ　し基金 382，228 408，330

地域　福　祉　基　金 173，889 173，889

ふるさと・水と土保全基金 23，000 39，000

スキー場建設基金 10，000 10，162

国民年金印紙購買基金 12，219 12，199

会国
計保

国民健康保険給付準備基金 187，249 188，054

会下
計水

ま　ちおこ　し基金
（居住環境整備資金）

23，000 23，000

合　　　　　　計 2，678，506 2，942，248

区　　　　　　分 7年度末残高 8年度末残高見込

一　　般　　会　　計
　　　　千円
4，445，132

　　　　千円
5，146，246

国民健康保険診療所特別会計 450，386 407，739

簡易水道事業特別会計 71，741 67，302

農村集落排水事業特別会計 1，133，309 1，298，137

下水道事業特別会計 1，350，200 1，884，590

合　　　　　　計 7，450，768 8，804，014
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中
子
シ
ョ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

で
コ
ー
ス
を
楽
し
む
参
加
者
（
8
・
9
・
1
）

　
町
に
は
、
現
在
十
四
の
基
金
が
あ
り
、

そ
の
総
額
は
二
十
九
億
四
千
二
百
二
十

四
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
基
金
は
、
特
定
目
的
の
た
め
積
み
増

し
を
し
て
い
る
も
の
、
反
対
に
取
り
崩

し
を
し
て
事
業
の
財
源
と
し
て
い
る
も

の
、
ま
た
、
定
額
運
用
し
て
利
子
だ
け

を
事
業
の
財
源
と
し
て
い
る
も
の
な
ど
、

様
々
な
管
理
の
形
態
が
あ
り
ま
す
。

　
前
年
度
対
比
で
増
え
た
主
な
要
因
は
、

財
政
調
整
基
金
に
お
よ
そ
一
億
八
千
七

百
万
円
、
文
化
会
館
建
設
基
金
に
お
よ

そ
三
千
三
百
万
円
の
積
み
増
し
が
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
町
が
い
ろ
い
ろ
な
建
設
事
業
を
す
る

場
合
、
そ
の
財
源
の
多
く
は
町
債
（
借

金
）
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
中
子
シ
ョ
ー

ト
ゴ
ル
フ
場
整
備
（
四
億
三
千
六
百
十

万
円
）
、
道
路
整
備
（
一
億
五
千
二
百

二
十
万
円
）
、
公
営
住
宅
建
設
（
七
千

六
百
十
万
円
）
な
ど
、
総
額
十
億
一
千

八
百
九
十
万
円
の
町
債
が
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い
て

は
、
下
水
道
整
備
と
し
て
七
億
一
千
二

百
九
十
万
円
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
八
年
度
末
の
町
債
残
高
は
、
八

十
八
億
円
を
超
え
大
変
巨
額
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
計
画
的
で
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
財
政
運
営
に
心
掛
け
、
豊
か

で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
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今
年
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方

は
百
五
十
五
人
。
昭
和
五
十
一
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
二
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
八

十
四
人
、
女
子
七
十
一
人
で
す
。

こ
の
う
ち
百
二
十
七
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

回

　垂

縣

欄

麹

　
昭
和
五
十
一
年
と
い
え
ば
、
町

も
ち
ょ
う
ど
「
は
た
ち
」
を
迎
え

る
と
い
う
節
目
の
年
、
そ
ん
な
中

で
誕
生
さ
れ
た
皆
さ
ん
方
で
す
。

　
当
日
、
式
に
出
席
さ
れ
、
撮
影

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
を
紹
介

し
ま
す
。

記
念
講
演

『
未
来
の
あ
な
た
は

　
あ
な
た
自
身
が
つ
く
る
』

㈱
E
・
M
・
ー
代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
堤
　
　
江
　
実
さ
ん

饗
麟　

聯

　
講
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成人を代表して「誓いの言葉」を

述べる　田畑裕之さん



記念講演では、熱心に講師の話に耳を傾けていました

鎚撚患

　錠 1海溝

縢

・聡

撫一

臨

盤

蝋
　
導

蕪・

繋

各地区ごとに記念写真を撮りました
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久
し
ぷ
り
に
会
っ
た
友
達
と
昔
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

鐘
桿
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臨
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（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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手
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平
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恵
里
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〃
　
松
本
麻
里
子

山
野
田
清
水
　
孝

　
〃
　
　
畠
山
正
志

発
電
所
通
り
西
小
林
一
成

　
〃
　
中
村
将
和

　
〃
　
　
西
野
一
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高
橋
和
美
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田
中
亜
希
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樋
口
朗
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丸
山
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発
電
所
通
り
東
田
中
　
稔

　
〃
　
　
関
　
文
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〃
　
宮
本
奈
奈

鉄
道
ア
パ
ー
ト
冨
永
浩
一

栄
　
　
町
　
大
久
保
恵
輔

　
〃
　
蔵
品
芳
一

　
〃
　
春
日
裕
美

　
〃
　
柄
澤
京
子

　
〃
　
丹
波
優
子

朝
日
町
高
橋
麻
美

　
〃
　
南
雲
和
美

　
〃
　
羽
鳥
節
子

　
〃
　
星
名
　
愛

四
郎
兼
坂
上
咲
子

　
〃
　
平
野
綾
子

東
善
寺
　
平
野
由
布
子

　
〃
　
　
丸
山
妙
美
子

上
　
町
大
漢
文
祥

　
〃
　
平
野
幹
夫

　
〃
　
田
中
麻
里

中
央
町
清
水
　
晃

田
中
町
小
野
塚
俊
介

　
〃
　
保
坂
明
生

　
〃
　
太
田
　
綾

　　　上■鶴　 霜　坪高　　 伊沖木　 中　　　 学　神田
“““　上　“““　““　“原〃〃〃〃〃　〃　　〃〃〃屋〃〃〃〃〃〃〃校〃〃社中

　　　魂吉　条　山田　　友立島　敷　　　町　町町
清澤上片区田山星高蔵中高高茂大星村羽羽羽高太数高井小羽石丸金市星星高柄相田高春野
水・村桐村岸名橋品塁橋橋野噸山鳥鳥鳥橋田藤橋・難澤竈川名名橋澤崎邊橋日上
敬　　良　恵直順進誠智身一幸大さ大　　　義昌拓五美枝貝宏由由美豪智芳信　紀和敏朋
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繍

式も終わってホッとひと息。いくつもの話の輪が

見られました。

．欝

、麓灘

獣

礁
臨　

募
　
嶽

響

鑑

上
　
野
角
谷
　
真

　
〃
　
高
橋
和
弘

　
〃
　
星
名
　
雅

　
〃
　
丸
山
　
健

　
〃
　
上
村
沙
織

　
〃
　
茂
野
八
重
子

　
〃
　
　
高
橋
久
美
子

　
〃
　
富
井
亜
紀

　
〃
　
渡
邊
春
美

元
　
町
押
木
大
輔

　
〃
　
　
田
畑
裕
之

　
〃
　
高
橋
里
美

新
町
新
田
　
内
山
竜
哉

　
〃
　
小
嶋
健
ニ

　
ノ
　
　
　
、
自
句
　
　
リ

　
ノ
　
　
　
4
山
，
　
　
岡

　
〃
　
若
山
勝
美

　
〃
　
　
若
山
真
也

　
〃
　
若
山
将
志

　
〃
　
渡
邉
克
典

　
〃
　
　
丸
山
み
ゆ
き

　
〃
　
　
水
品
貴
子

　
〃
　
　
渡
貫
恵
子

三
　
領
高
橋
和
巳

　
〃
　
高
橋
　
悟

　
〃
　
高
橋
正
樹

小
根
岸
小
海
春
美

■
橘
地
区

木
　
落
田
口
孝
司

　
〃
　
　
山
家
拓
朗

　
〃
　
関
口
亜
希
子

　
〃
　
　
田
口
千
由
紀

　
〃
　
田
口
奈
津
美

　
〃
　
田
口
雅
子

塩
　
　
辛
　
高
津
ま
な
み

仁
　
田
曽
田
　
誠

　
〃
　
山
田
建
吾

　
〃
　
佐
藤
宏
美

　
〃
　
戸
田
香
奈
子

　
〃
　
　
山
口
直
美

　
〃
　
山
口
深
雪

野
口
五
十
嵐
淳
一

　
〃
　
　
大
久
保
博
基

　
〃
　
　
星
野
勝
美

　
〃
　
　
丸
山
一
哉

　
〃
　
　
　
五
十
嵐
キ
ミ
子

　
〃
　
　
片
桐
裕
美
子

　
〃
　
　
滋
野
恵
美
子

　
〃
　
　
滋
野
直
子

　
〃
　
　
野
澤
三
枝

　
〃
　
　
村
越
　
望

原
　
田
根
津
　
誠

　
〃
　
　
大
平
真
紀

根
　
深
丸
山
　
崇

下
　
原
田
中
良
洋

■
仙
田
地
区

中
仙
田
小
林
一
樹

　
〃
　
　
小
林
裕
道

　
〃
　
　
小
林
大
和

　
〃
　
　
小
林
義
和

　
〃
　
　
高
橋
　
覚

　
〃
　
　
久
世
寛
子

　
〃
　
　
黒
金
智
美

　
〃
　
　
高
野
真
由
美

　
〃
　
　
高
橋
博
美

　
〃
　
　
南
雲
美
香

室
島
高
橋
完
亨

　
〃
　
　
米
山
和
美

小
　
脇
齊
木
悠
輔

　
〃
　
　
　
小
笠
原
奈
緒
美

赤
　
谷
小
川
智
和

　
〃
　
　
登
坂
優
治

　
〃
　
　
登
坂
　
豊

　
〃
　
　
小
川
久
美
子

　
〃
　
　
行
田
ゆ
か
り

岩
　
瀬
小
川
恒
範

　
〃
　
金
子
多
里
o

　
〃
　
金
子
寛
子
」

大
臼
倉
長
谷
川
由
和
5

小
臼
倉
片
桐
英
恭
翫

　
”
　
田
中
直
哉
⑦



鑛

難

麓
襲馨

畢

塗
帰鐵

雛

搬ご家族の方も真剣なまなざしで
見つめます

＝
≡
≡
…
…
一
…
…
…
…
｝
…
≡
…
…
一
一
一
＝
…
…
…
…
一
…
…
…
…
一
…
…
…
≡
≡
一
…
…
…
≡
一
…
…
…
≡
≡
一
一
…
≡
…
…
一
＝
…
…
｝
…
一
…
…
…
…
⑧

民
生
・
児
童
な
ど
福
祉
に
貢
献
　
　
　
湘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
南
雲
さ
ん
（
寺
尾
）
に
藍
綬
褒
章
　
　
・

…
一
一
…
一
一
…
＝
＝
一
…
≡
＝
≡
≡
一
≡
一
…
…
＝
…
一
一
…
一
…
…
…
…
一
≡
一
…
…
≡
≡
…
＝
一
一
…
…
≡
…
≡
一
≡
…
≡
一
＝
一
＝
…
一
一
…
＝
…
…
≡
一
一
＝
≡
≡
…
…
≡
一
…
…
…
…
…
一
≡
…
…
≡
≡

　
こ
つ
こ
つ
と
地
道
な
努
力
を
重
ね
、
社
会

の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
人
た
ち
に
贈
ら
れ

る
春
の
褒
章
受
章
者
が
、
四
月
二
十
七
日
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
南
雲
良
さ
ん
（
7
3

歳
）
が
藍
綬
褒
章
の
栄
誉
を
受
け
ま
し
た
。

　
南
雲
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
平
成

七
年
ま
で
の
二
十
七
年
間
民
生
・
児
童
委
員

を
務
め
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
平
成
元
年
ま

で
同
委
員
の
副
総
務
の
任
に
当
た
っ
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
か
ら

五
十
四
年
六
月
ま
で
の
十
年
七
か
月
間

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
を
在
職
。

昭
和
五
十
四
年
七
月
か
ら
平
成
五
年
十

二
月
ま
で
の
十
四
年
五
か
月
間
は
、
同

会
の
副
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
か
ら

現
在
ま
で
保
護
司
と
し
て
在
職
中
で
あ

り
、
平
成
五
年
十
二
月
か
ら
現
在
ま
で

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
を
在
職
さ
れ
て

お
り
、
地
域
住
民
の
様
々
な
相
談
に
応

じ
、
問
題
解
決
に
向
け
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

．
呂
軍
◆
．
弓
◆
拳
◆
毒
◆
も
◆
．
奄
◆
毒
◆
奄
◆
ら
◆
噺
◆
噸
◆
ら
◆
噺
◆
ち
◆
毒
◆
ら
◆
噺
◆
奪
◆
ら
◆
噂
◆
奄
◆
奪
◆
奪
◆
ら
◆
ら
◆
奪
◆
噂
◆
ら
◆
奄
◆
奪
◆
噂
◆
専
◆
ら
◆
毒
◆
も
6

麿ゐ曝力3‘り

4月29日行われた第10回信濃川河岸段
丘ウォーク。総合体育館前からは25K
コースがスタートしていきました。



川
西
町
へ

の
歩
み
⑮

岩
瀬
金
　
子

幸
　
作

郡
役
所
と
小
村
の
連
合

　
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
七
月
に

三
新
法
（
郡
区
町
村
編
成
法
・
府
県
会

規
則
・
地
方
税
規
則
）
が
公
布
さ
れ
る

と
、
旧
来
は
地
域
の
名
称
に
す
ぎ
な
か

っ
た
「
郡
」
が
県
と
町
村
の
中
間
行
政

を
執
行
す
る
機
関
と
な
る
。
魚
沼
郡
は

南
・
北
・
中
の
三
郡
に
分
け
ら
れ
、
翌

十
二
年
九
月
、
十
日
町
村
に
中
魚
沼
郡

役
所
が
置
か
れ
て
初
代
郡
長
に
岡
田
龍

松
が
就
任
す
る
。

　
明
治
前
期
は
小
規
模
の
村
が
多
く
、

教
育
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

学
校
設
置
費
等
の
負
担
に
耐
え
き
れ
な

明治20年代の中魚沼郡役所
（ふるさとの100年．新潟日報事業社刊・転載）

い
村
が
財
政
間
題
を
共
同
で
解
決
す
る

よ
う
に
な
る
。
当
時
、
川
西
の
村
々
は

二
七
力
村
で
あ
っ
た
が
、
次
の
よ
う
に

数
力
村
を
ひ
と
つ
の
単
位
に
戸
長
を
置

い
て
対
応
し
て
い
る
。

仁
田
村
に
一
人

　
野
口
村
と
上
村
新
田
に
一
人

　
星
名
新
田
　
祖
師
村
　
新
町
新
田

上
野
村
　
下
平
新
田
　
宗
正
村
に
一
人

　
三
領
村
　
小
根
岸
村
　
伊
勢
平
治
村

友
重
村
　
弘
道
新
田
に
一
人

　
鶴
吉
村
　
霜
條
村
　
坪
山
村
　
高
原

田
村
に
一
人

　
山
野
田
村
東
善
寺
村
中
屋
敷
村

水
口
沢
村
　
沖
立
村
に
一
人

　
上
新
井
村
（
樽
沢
分
　
名
ヶ
山
分

中
平
分
　
鉢
分
を
含
む
）
に
一
人

　
仙
田
村
（
一
五
集
落
）
に
一
人

戸
長
と
戸
長
役
場

　
戸
長
の
職
務
は
布
達
の
徹
底
、
戸
籍

整
備
、
租
税
徴
収
、
小
学
校
の
設
置
、

就
学
勧
奨
、
徴
兵
調
査
な
ど
国
家
行
政

の
事
務
が
主
で
、
要
は
中
央
政
府
の
法

令
の
徹
底
と
政
策
の
浸
透
を
は
か
る
こ

と
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
戸
長
時
代

の
村
は
内
務
大
臣
や
県
知
事
、
郡
長
が

す
べ
て
の
業
務
に
つ
い
て
監
督
し
て
い

る
。
村
は
、
条
例
の
制
定
や
役
場
吏
員

の
選
任
を
は
じ
め
、
議
会
の
解
散
な
ど

に
多
く
の
制
約
を
う
け
、
何
を
す
る
に

も
国
・
県
の
顔
色
を
伺
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

　
明
治
十
七
年
に
は
、
戸
長
が
国
家
機

関
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
官
選
制
度
と
な
り
、
数
村

を
連
合
し
て
統
治
す
る
戸
長
役
場
が
置

か
れ
る
。
こ
の
と
き
の
、
戸
長
役
場
管

轄
区
域
の
拡
大
は
お
お
む
ね
五
町
村
、

戸
数
に
し
て
平
均
五
〇
〇
戸
を
標
準
に

行
わ
れ
、
川
西
に
は
四
つ
の
戸
長
役
場

が
置
か
れ
て
次
の
村
々
を
管
轄
し
た
。

仁
田
戸
長
役
場

　
野
口
村
仁
田
村
寺
ヶ
崎
村
　
木

落
村
　
上
村
新
田
　
長
井
新
田

　
伊
勢
平
治
戸
長
役
場

　
上
野
村
　
下
平
新
田
　
新
町
新
田

星
名
新
田
　
宗
正
村
　
伊
勢
平
治
村

友
重
村
　
小
根
岸
村
　
三
領
村
　
弘
道

新
田
沖
立
村

　
水
口
沢
戸
長
役
場

　
鶴
吉
村
　
霜
條
村
　
坪
山
村
　
高
原

田
村
　
中
屋
敷
村
　
水
口
沢
村
　
山
野

田
村
　
東
善
寺
村
　
上
新
井
村

　
仙
田
村
戸
長
役
場

　
中
仙
田
　
室
島
　
桐
山
　
小
脇
　
高

倉
霧
谷
藤
沢
田
戸
越
ヶ
沢

赤
谷
　
岩
瀬
　
大
倉
　
大
臼
倉
　
小
臼

倉
大
貝

市
町
村
制
の
公
布

　
明
治
二
十
一
年
四
月
に
市
町
村
制
が

公
布
さ
れ
る
と
、
市
町
村
は
市
町
村
会

を
も
っ
て
議
決
機
関
と
し
、
議
員
の
選

出
は
一
戸
を
構
え
て
生
計
を
営
む
満
二

十
五
才
以
上
の
男
子
で
、
地
租
も
し
く

は
直
接
国
税
二
円
以
上
を
納
め
る
者
に

よ
っ
て
公
選
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と

は
い
っ
て
も
、
税
額
の
多
少
に
よ
っ
て

有
権
者
を
差
別
す
る
一
級
、
二
級
の
等

級
選
挙
で
あ
っ
た
か
ら
、
少
数
の
多
額

納
税
者
が
多
く
の
議
員
を
選
ぶ
結
果
に

な
っ
た
。
そ
の
う
え
、
二
級
選
挙
の
執

行
さ
れ
た
後
で
多
額
納
税
者
の
意
に
か

な
っ
た
人
を
選
ぶ
一
級
選
挙
が
執
行
さ

れ
た
た
め
、
村
政
に
及
ぽ
す
上
層
階
級

の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。
村
長
は
村
会

議
員
の
互
選
で
選
ば
れ
、
選
ば
れ
た
村

長
は
議
会
の
議
長
も
務
め
た
。

郡
長
が
合
併
を
勧
告

　
内
務
省
の
統
計
報
告
に
よ
る
と
、
明

治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
十
二
月
末

の
町
村
数
は
新
潟
県
が
全
国
一
位
で
、

町
が
五
〇
四
、
村
が
四
〇
八
九
、
合
わ

せ
る
と
四
五
九
三
町
村
で
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
、
町
ま
た
は
村
と
称
す
る
に
は

あ
ま
り
に
も
規
模
の
小
さ
い
も
の
や
、

住
み
つ
く
人
も
い
な
い
無
民
戸
の
町
村

が
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
県

で
は
翌
二
十
二
年
四
月
の
市
町
村
制
施

行
に
と
も
な
い
、
県
独
自
の
「
市
町
村

制
実
施
要
綱
」
と
「
町
村
合
併
標
準
」

を
策
定
し
て
各
郡
長
に
合
併
を
指
導
、

督
励
す
る
。
中
魚
沼
郡
役
所
は
、
県
の

意
向
に
沿
っ
て
お
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
戸

　
　
　
　
　
　
も
つ

～
五
〇
〇
戸
を
以
て
一
村
を
構
成
す
る

こ
と
を
標
準
と
し
、
管
内
の
八
ニ
カ
村

を
二
四
力
村
に
す
る
勧
告
案
を
示
し
て

合
併
を
勧
奨
し
た
。

　
中
魚
沼
郡
長
小
林
巻
蔵
が
川
西
地
方

に
示
し
た
合
併
勧
告
案
（
町
村
区
域
の

改
正
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
①
水
口
沢
村
七
四
戸
　
中
屋
敷
村
一

二
三
戸
　
山
野
田
村
一
二
戸
　
上
新
井

村
三
一
戸
　
東
善
寺
村
四
七
戸
　
坪
山

村
五
六
戸
　
霜
條
村
四
七
戸
　
鶴
吉
村

一
六
戸
　
宗
正
村
三
戸
　
高
原
田
村
一

五
戸
　
沖
立
村
八
六
戸
　
弘
道
新
田

（
無
民
戸
）
を
合
併
し
て
「
千
手
村

（
五
一
四
戸
）
」
と
す
る
。

　
②
新
町
新
田
七
四
戸
　
下
平
新
田
三

九
戸
　
上
野
村
一
九
二
戸
　
星
名
新
田

二
戸
　
三
領
村
二
九
戸
　
小
根
岸
村
一

四
戸
　
伊
勢
平
治
村
五
〇
戸
　
友
重
村

二
三
戸
を
合
併
し
て
「
上
野
村
（
四
二

三
戸
）
」
と
す
る
。

　
③
仁
田
村
一
三
九
戸
　
野
口
村
一
五

四
戸
　
上
村
新
田
（
無
民
戸
）
　
寺
ヶ

崎
村
三
〇
戸
　
木
落
村
九
〇
戸
　
長
井

新
田
（
無
民
戸
）
を
合
併
し
て
「
野
田

村
（
四
二
二
戸
）
」
と
す
る
。

　
④
仙
田
村
（
九
〇
五
戸
）
は
現
行
の

一
五
集
落
を
以
て
一
村
と
す
る
。

　
市
町
村
制
は
二
十
二
年
四
月
か
ら
施

行
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
行
わ

れ
た
合
併
は
地
区
ご
と
に
難
航
す
る
。

川
西
で
は
仙
田
村
が
勧
告
ど
お
り
一
村

と
な
り
、
千
手
町
村
、
上
野
村
の
ほ
か

野
田
村
（
案
）
が
橘
と
名
を
変
え
、
ま

た
、
だ
れ
も
が
予
想
し
て
い
な
か
っ
た

中
野
村
の
誕
生
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

　
引
用
文
献

「
新
潟
県
市
町
村
合
併
誌
」
他
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夢
雪
隊
に
小
さ
な
親
切
実
行
章

困
っ
て
い
る
と
き
に
、
思
い
が
け
な
く
親
切
を
受
け
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
小
さ
な
親
切
運
動
本
部
で
は
、

そ
ん
な
心
温
ま
る
親
切
を
実
行
し
て
く
れ
た
方
に
、
小
さ

な
親
切
実
行
章
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
常
の

中
で
、
と
も
す
れ
ば
埋
も
れ
が
ち
な
心
温
か
な
人
々
の
存

在
を
社
会
に
知
ら
せ
る
と
同
時
に
、
　
「
ち
い
さ
な
親
切
」

運
動
の
輪
を
広
げ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
八
年
一
月
に
、
町
内
の
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
雪
下

ろ
し
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し
よ
う
と
発
足
さ
れ

た
、
雪
下
ろ
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
夢
雪
隊
（
上
村
保
弘
代

表
・
隊
員
五
十
三
人
）
」
に
、
こ
の
度
、
小
さ
な
親
切
運

動
本
部
か
ら
小
さ
な
親
切
実
行
章
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
夢
雪
隊
」
は
、
平
日
出
動
隊
一
組
、
休
日
出
動
隊
二

組
の
三
組
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
八
年
度
に
は

出
動
回
数
七
回
、
延
べ
十
四
世
帯
、
延
べ
四
十
八
人
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
疇
ー
　
鵠
…
　
『
。
℃
『
　
　
ー
　
　
　
　
…
…
：
。
榊
．
。
…
彊
　
。
。
　
　
。
’
…
ゆ
D
　
3
　
　
詑
　
。
●
。
…
　
　
7

北
村
さ
ん
に
上
寿
の
祝
い
品
を
贈
る

南雲町長（右）からお祝い品を受ける北村さん

o
℃

受賞を喜、～ミメンバーの皆さん

　
四
月
十
五
日
、
北
村
ク
メ
さ
ん
（
山
野
田
）
に
、
上

寿
（
百
歳
）
の
お
祝
い
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
が
平
成
八
年
度
か
ら
高
齢
者
敬
祝
事
業

の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
北
村
さ
ん
は
、

明
治
三
十
年
四
月
十
日
の
お
生
ま
れ
。

　
ク
メ
さ
ん
の
亡
夫
辰
三
さ
ん
は
、
繰
物
師
で
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
千
手
発
電
所
工
事
の
始
ま
っ
た
こ

ろ
（
昭
和
六
年
）
に
、
今
の
ど
ら
焼
き
の
よ
う
な
も
の

を
置
い
て
売
り
始
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ク
リ
ま

ん
じ
ゅ
う
売
り
を
し
、
徐
々
に
食
料
品
へ
と
移
行
。
現

在
の
店
の
前
身
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
ボ
ケ
な
い
で
い
ら
れ
る
の
が
最
高
で
す
。
時
間
が

あ
る
と
、
店
の
人
た
ち
と
お
茶
を
一
緒
に
飲
ん
で
世
間

話
な
ん
か
を
し
て
い
ま
す
。
」
と
、
ご
家
族
の
方
が
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

…
r
育 て森よJを願い
上野緑の少年団入団式

冗繭㌫階繋；㎜些践昭

驚鮮
鱒

YAROUl＜Alが
　　奨励賞を受賞

　
四
月
十
五
日
、
上
野
小
学
校
体
育
館

で
、
上
野
緑
の
少
年
団
（
渡
貫
紀
子
団

長
・
団
員
”
五
・
六
年
生
で
構
成
三
十

人
）
入
団
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
入
団
式
は
、
今
回
で
十
四
回
目
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
緑
の
少
年
団
で
は
、
毎
年
四
～
五
月

の
「
緑
の
募
金
」
運
動
街
頭
募
金
活
動

を
は
じ
め
、
学
校
林
の
保
育
、
他
緑
少

団
と
の
交
流
、
魚
沼
林
業
振
興
祭
な
ど

に
参
加
。
去
年
実
施
さ
れ
た
町
制
施
行

四
十
周
年
記
念
事
業
で
は
、
ヤ
マ
ユ
リ

植
栽
事
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
入
団
式
で
は
、
南
雲
春
雄
育
成
会
会

長
か
ら
渡
貫
新
団
長
に
団
旗
が
手
渡
さ

れ
、
団
旗
に
対
す
る
誓
い
の
言
葉
や
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
、
入
団
の
決
意
、
入
団

　
四
月
二
十
日
、
　
「
第
六
回
地
域
活
性

化
大
賞
（
協
同
組
合
県
異
業
種
交
流
セ

ン
タ
ー
主
催
）
」
が
決
ま
り
、
当
町
の

Y
A
R
O
U
K
A
I
（
や
ろ
う
か
い
・

上
村
保
弘
会
長
・
会
員
二
十
七
人
）
に

奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

団旗に対する誓いの言葉を述べる団員の代表
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の
お
祝
い
贈
呈
な
ど
が
あ
り
、
団
員
が

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
て
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮
欝

会
を
代
表
し
て
賞
を
受
け
た
上
村
会
長

　
「
地
域
活
性
化
大
賞
」
は
、
地
域
の

活
性
化
事
業
や
ま
ち
お
こ
し
運
動
な
ど
、

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
た
団
体
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
今
回
は
、
県
内
二
十
一

団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Y
A
R
O
U
K
A
I
は
、
平
成
三
年

　
　
　
九
月
に
結
成
。
親
睦
団
体
的
活

　
　
　
動
か
ら
、
地
域
内
外
と
の
交
流

　
　
　
や
、
文
化
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
　
ア
活
動
を
次
々
と
展
開
。
平
成

　
　
　
七
年
の
「
阪
神
大
震
災
に
あ
っ

　
　
　
た
か
い
ご
飯
を
贈
る
運
動
」
や
、

　
　
　
八
年
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
「
夢
雪
隊
」
の
主
力
メ
ン
バ
ー

　
　
　
と
な
っ
て
屋
根
除
雪
の
ボ
ラ
ン

　
　
　
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
い
る

　
　
　
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ

　
　
　
ろ
で
す
。



ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
を
楽
し
む

　
四
月
二
十
日
、
野

ロ
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群

生
地
で
、
ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ
祭
り
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
少
雪
の
た
め
か
、

例
年
よ
り
雪
消
え
が

十
日
て
い
ど
も
早
く
、

祭
り
当
日
は
、
見
ご

ろ
の
時
期
に
は
少
し

遅
れ
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
す
。

家
族
連
れ
、

　
　
　
　
し
か
し
、
好
天
候
に
恵
ま
れ
、

　
　
　
　
　
友
達
同
志
で
、
会
社
の
仲

間
や
ご
近
所
同
志
で
と
、
三
百
人
ほ
ど

が
訪
れ
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
に
見
入
っ
て

ミズバショウで一日を楽しむ参加者

い
ま
し
た
。

　
参
加
者
に
は
、
お
酒
や
ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
屋
台
や
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
で
春
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

　
四
月
十
五
日
、
中
子
台
地
に
あ
る
ナ

カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
（
代
表
施
設
1
1

関係者の見守るなか、試打式の

セレモニーが行われました

が
オ
ー
フ
ン
し
、
今
年
一
年
間
の
無
事

故
を
祈
り
ま
し
た
。

　
南
雲
守
組
合
長
は
、
　
「
近
隣
に
は
、

太
刀
打
ち
で
き
な
い
り
っ
ぱ
な
施
設
を

持
っ
た
所
も
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
か
ら
利
用
し
て
も
ら
う
施
設
と
し

て
、
組
合
職
員
一
同
心
掛
け
て
い
き
た

い
。
ゴ
ル
フ
教
室
も
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。
心
か
ら
の
も
て
な
し
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
安
全
に
営
業
し
て
い
き
た
い
。
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
　
　
オ
ー
ブ
ン

シ
ョ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
〈
六
ホ
ー
ル
〉

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
〈
十
八
ホ
ー
ル
〉
）

　
　
　
O

　
町
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
よ
り
県
営

圃
場
整
備
事
業
や
県
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
、
第
二
次

農
業
構
造
改
善
事
業
を
導
入
、
そ
の
受

益
面
積
は
六
二
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ん

で
い
ま
す
。

　
圃
場
は
、
五
つ
の
水
系
（
木
島
川
、

曽
根
川
、
小
海
川
、
南
沢
川
、
北
沢
川
）

を
利
用
し
た
長
福
寺
ダ
ム
、
坪
山
ダ
ム
、

松
葉
沢
ダ
ム
、
川
西
ダ
ム
、
五
升
苗
ダ

ム
を
中
心
と
し
て
用
水
が
な
さ
れ
、
十

一
の
水
管
理
組
合
に
よ
っ
て
用
水
管
理

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

②

ぐ
る
社
会
情
勢
の
変
化
、

業
化
、

な
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
後
継
者
不
足
な

ど
の
間
題
が
生
じ
、
そ
の
中
で
き
め
細

か
い
水
の
有
効
利
用
が
叫
ば
れ
て
き
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
用
水
需
要
量
や
需
要
形
態

な
ど
、
種
々
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
こ
の
五
水
系
の
各
ダ
ム
の
気
象

計
測
を
は
じ
め
、
貯
水
位
、
流
量
監
視
、

監
視
に
よ
る
取
水
量
制
御
を
実
施
し
、

用
水
系
統
全
体
の
水
管
理
の
合
理
化
、

　
　
　
　
　
維
持
管
理
の
節
減
を
図
る

し
か
し
、
近
年
の
農
業
・
農
村
を
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
化
、
兼

　
　
混
住
化
な
ど
に
よ
り
、
中
核
と

中
央
管
理
棟
駐
車
場
脇
に
設
置
さ
れ
た

中
央
管
理
シ
ス
テ
ム
の
パ
ネ
ル

操
作
シ
ス
テ
ム
、
管
理
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
望
ま
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
七
年
四
月
、
そ
の

管
理
の
か
な
め
と
な
る
、

中
央
管
理
棟
兼
川
西
町
土

地
改
良
区
事
務
所
（
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

…
六
四
六
・
八
八
平
方
層
）

が
完
成
し
、
全
国
で
も
数

少
な
い
複
数
水
系
の
集
中

一
元
化
シ
ス
テ
ム
に
向
け

た
対
応
が
は
じ
ま
っ
た
こ

と
は
、
す
で
に
ご
紹
介
を

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
水
管
理
改
良
施
設

事
業
は
、

も
の
で
、

備
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
度
、
こ
の
事
業
の
シ
ス
テ
ム
管

理
パ
ネ
ル
が
完
成
し
、
中
央
管
理
棟
駐

車
場
脇
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
の

概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

鵬
』
』

7
盈
「
』

　
平
成
六
年
度
に
着
手
さ
れ
た

　
平
成
十
年
度
完
成
に
向
け
整

十
六
億
四
千
四
百
万
円

国
　
　
　
　
五
〇
・
○
響

県
　
　
　
　
　
二
七
・
五
響

町
　
　
　
　
一
七
・
五
響

土
地
改
良
区
　
　
五
・
○
響

（
※
受
益
面
積
十
ア
ー
ル
当
た
り
の
事

　
業
費
負
担
口
お
よ
そ
一
万
四
千
円
）

管
理
す
る
ダ
ム
　
　
　
　
五
か
所

受
益
面
積
　
　
　
　
　
六
二
三
診

自
動
給
水
分
水
工
　
　
　
九
か
所

揚
水
機
場
　
　
　
　
　
　
二
か
所

観
測
点
　
　
　
　
　
五
か
所

テ
レ
メ
ー
タ
ー
子
局
　
十
五
か
所

中
央
監
視
操
作
設
備
　
　
　
一
式

ダ
ム
気
象
観
測
設
備
　
　
　
一
式

I
T
V
監
視
カ
メ
ラ
装
置
　
一
式

9．5．10⑪



軽
自
動
車
税
が

　
　
　
　
減
免
に
な
り
ま
す

　
次
の
車
両
は
、
平
成
九
年
度
の
軽
自

動
車
税
が
減
免
に
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
車
両

①
身
体
障
害
者
又
は
、
戦
傷
病
者
の
方

　
が
使
用
す
る
自
動
車

②
身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神
障

　
害
者
（
一
級
の
み
）
の
方
が
通
院
、
通

　
学
、
通
所
す
る
た
め
に
生
活
を
一
緒

　
に
し
て
い
る
方
が
使
用
す
る
自
動
車

③
単
身
で
生
活
す
る
身
体
障
害
者
を
常

　
時
介
護
す
る
方
が
使
用
す
る
自
動
車

◎
申
請
期
日

　
五
月
十
二
日
㈲
か
ら

　
　
　
　
五
月
二
十
一
日
㈱
ま
で

◎
申
請
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
、
戦
傷
病
者

　
手
帳
又
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳

②
障
害
者
と
生
計
を
一
緒
に
し
て
い
る

　
方
又
は
、
常
時
介
護
し
て
い
る
方
の

　
運
転
免
許
証
、
及
び
生
計
同
一
証
明

　
書
又
は
、
常
時
介
護
証
明
書

③
印
鑑

◎
問
い
合
わ
せ
先

国際交流福祉セミナー

内案こ

＝デンマークの福祉に学ぶ＝

●ねらい

　　深刻な高齢化の現状を踏まえ、福祉国家北欧デ

　ンマークの福祉を学び、安心して老いられる国を

　目指し、十日町広域圏内市町村の福祉関係者、一

　般住民、中・高校生が共に高齢福祉・障害福祉・

　教育等について考える。

●日　時　6月2日（月）午後1時から

　　　　　　　　　　　　　　　4時まで

●場　所　川西中学校体育館

●講　師　日欧文化交流学院

　　　　　　　　　　　校長　千葉忠夫氏ほか

　
役
場
税
務
課
住
民
税
係

　
　
　
（
a
六
八
－
三
一
一
一
）

　
新
潟
県
公
立
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
員
募
集

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
年
度

採
用
の
新
潟
県
の
教
員
を
志
望
す
る
意

欲
あ
る
優
秀
な
人
材
を
募
集
し
ま
す
。

◎
　
出
願
の
所
定
用
紙
は
、
次
の
場
所

　
で
直
接
交
付
し
ま
す
。

　
〒
九
五
〇

、
　
新
潟
市
新
光
町
四
－
一

　
　
・
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
管
理
係

　
　
・
県
教
育
庁
高
等
学
校
教
育
課
管
理

　
　
係

◎
　
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

　
　
の
表
に
「
教
員
採
用
願
書
等
請
求
」

　
と
朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒
（
角
形

　
二
号
に
一
九
〇
円
切
手
を
は
り
、
郵

　
便
番
号
・
あ
て
先
を
明
記
）
を
同
封

　
し
て
、
出
願
用
紙
交
付
先
へ
ご
請
求

　
く
だ
さ
い
。

◎
　
出
願
に
つ
い
て
、
詳
し
い
こ
と
は
、

　
次
の
と
こ
ろ
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

○
小
・
中
学
校
教
員
、
養
護
教
員
出
願

　
者

　
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
管
理
係

　
　
　
智
〇
二
五
－
二
八
五
－
五
五
一
一

〇
高
等
学
校
教
員
出
願
者

　
県
教
育
庁
高
等
学
校
教
育
課
管
理
係

　
　
　
智
〇
二
五
－
二
八
五
－
五
五
二

　
新
潟
県
職
員

　
　
　
　
　
　
採
用
選
考
考
査

　
県
で
は
、
平
成
九
年
度
七
月
以
降
採

用
の
看
護
職
員
（
看
護
婦
・
看
護
士
）

四
十
人
程
度
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
看
護
婦
（
士
）
の
免
許

取
得
者

【
考
査
の
日
時
と
会
場
】

－
　
一
次
考
査

日
　
時
五
月
二
十
四
日
㈹

会
　
場
新
潟
市
新
光
町
四
－
一

　
　
　
　
　
県
庁
西
回
廊
大
会
議
室

【
考
査
の
方
法
】

　
短
期
大
学
卒
業
程
度
の
内
容
で
、
一

般
的
知
識
と
知
能
、
専
門
的
知
識
及
び

能
力
に
つ
い
て
の
択
一
式
に
よ
る
筆
記

試
験
及
び
性
格
検
査
を
し
ま
す
。

合
格
発
表
　
五
月
下
旬

2
　
二
次
考
査

日
　
時
六
月
三
日
・
四
日
の
う
ち
、

　
　
　
　
　
一
次
合
格
通
知
で
指
定
す

　
　
　
　
　
る
一
日

会
　
場
新
潟
市
新
光
町
四
－
一

　
　
　
　
　
県
庁

方
　
　
法
　
面
接
及
び
身
体
検
査

【
受
験
手
続
き
】

申
込
書
の
請
求
先
　
新
潟
県
病
院
局
総

　
　
　
　
　
　
　
　
務
課
職
員
係

【
申
込
書
の
提
出
】

　
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
押

　
印
。
看
護
婦
（
士
）
免
許
証
の
写
し
を

　
添
え
て
県
病
院
局
総
務
課
職
員
係
へ
。

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
五
月
十
五
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

　
消
印
は
五
月
十
五
日
ま
で
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
病
院
局
総
務
課
職
員
係

　
盈
〇
二
五
－
二
八
五
－
五
五
一

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
集

平
成
＋
年
、

9．5．10⑫

　
　
　
　
　
　
第
十
五
回
全
国
都
市
緑

化
フ
ェ
ア
が
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

フ
ェ
ア
を
周
知
す
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
レ
デ
ィ
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

・
平
成
九
年
八
月
一
日
現
在
で
、
満
十

　
八
歳
以
上
の
健
康
な
女
性

・
実
行
委
員
会
事
務
局
に
通
勤
可
能
の

　
方
で
、
事
前
研
修
お
よ
び
に
い
が
た

　
フ
ェ
ア
の
P
R
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参

　
加
で
き
る
方

【
応
募
書
類
】

　
専
用
応
募
用
紙
又
は
市
販
の
履
歴
書

　
＊
最
近
三
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
正

　
　
面
向
き
、
脱
帽
の
全
身
写
真

【
応
募
締
切
】

　
五
月
三
十
日
働
必
着

【
第
一
次
選
考
会
】

　
六
月
中
旬
　
　
グ
ル
ー
プ
面
接

【
第
二
次
選
考
会
】

　
六
月
下
旬
　
　
個
人
面
接

※
選
考
会
の
日
時
・
会
場
に
つ
い
て
は
、

　
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
〒
九
五
〇

　
　
新
潟
市
新
光
町
四
－
一

　
　
新
潟
県
庁
内
　
第
十
五
回
全
国
都

　
　
市
緑
化
に
い
が
た
フ
ェ
ア
実
行
委

　
　
員
会
事
務
局
広
報
課

　
　
盈
〇
二
五
－
二
八
五
－
五
五
一
一



　
　
　
　
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

広
報
発
行
に

上
村
忠
男
（
鞭
稀
槻
二
万
円

山
賀
規
司
（
十
日
町
市
）
一
万
円

◆
▲
¶
◆
ら
◆
◎
◆
▲
甲
◆
▲
サ
◆
専
◆
噺
◆
▲
▼
◆
▲
璽
◆
▲
サ
◆
6
▼
◆
も
◆
▲
璽
◆
奪
◆
専
◆
▲
▼
◆

　
　
表
紙
の
写
真

　
外
に
出
て
、
さ
わ
や
か
な
風
を
切
っ

て
自
転
車
乗
り
で
も
し
た
い
、
と
い
う

よ
う
な
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

冬
季
間
の
ス
ピ
ー
ド
感
覚
の
退
化
や
、

自
転
車
の
整
備
の
不
完
全
さ
な
ど
か
ら

く
る
事
故
も
、

　
四
月
十
九
日
、
仙
田
小
学
校
（
新
井

登
校
長
・
児
童
数
四
十
六
人
）
で
は
、

そ
ん
な
折
、
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方

と
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
安
全
意

識
を
喚
起
さ
せ
よ
う
と
、
地
域
の
駐
在

さ
ん
、
交
通
指
導
員
、
安
全
協
会
役
員

な
ど
を
招
き
、
交
通
安
全
教
室
を
開
き

ま
し
た
。

　
児
童
は
、
低
学
年
と
高
学
年
の
ク
ラ

ス
に
分
か
れ
、
講
話
を
聞
い
た
あ
と
、

自
己
負
担
金

　
一
四
八
、
二
七
四
↓
一
四
五
、
三
九
九

合
計

　
七
三
七
、
二
七
四
↓
七
二
四
、
三
九
九

讐
離
小
・
響

曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
栂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
ま
た
心
配
と
な
り
ま
す
。
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

校
内
の
コ
ー
ス
で
基
本
動
作
の
確
認
や
、
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

路
上
で
の
実
技
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ゆ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
訂
　
正
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
四
月
十
日
号
の
広
報
か
わ
に
し
『
平
栂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

成
八
年
度
地
域
活
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
事
業
一
覧
表
』
の
申
請
団
体
「
小
脇

盆
楽
会
」
の
収
入
及
び
支
出
の
額
を
次

の
よ
う
に
訂
正
し
ま
す
。

町
補
助
金

五
八
九
、
○
○
○
↓
五
七
九
、
○
○
○

◆
色
寧
◆
色
亨
◆
＆
量
◆
3
一
マ
◆
毒
◆
、
葛
一
7
◆
、
邑
7
◆
，
…
7
◆
畠
一
マ
◆
寺
◆
■
一
一
マ
◆
、
呂
マ
◆
曾
一
号
◆
・
葦
◆
邑
号
◆
・
一
等
◆
一
一
マ
◆
・
一
＝
7
◆
亀
7
◆
畠
マ
◆
奪
◆
る
等
◆
毒
◆
毒
◆
．
昌
マ
◆
．
季
◆
．
寺
◆
．
一
憲
．
◆

　
　
，
．
、
　
　
　
高
崎
正
風
選

　
七
階
の
見
晴
し
風
呂
や
夏
近
し

　
残
雪
の
い
ま
だ
残
り
て
谷
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

　
開
け
放
つ
窓
に
初
音
の
あ
り
に
け
り

　
遠
目
に
も
大
木
な
り
し
花
こ
ぶ
し

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

　
畦
焼
き
し
匂
い
残
れ
る
タ
ベ
か
な

　
雪
解
川
輝
く
橋
を
バ
ス
行
け
る

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

　
春
の
夢
な
り
し
彗
星
仰
ぎ
け
り

　
雪
解
水
濫
れ
し
ダ
ム
や
昼
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

　
連
翅
の
夜
目
に
も
花
の
鮮
か
に

　
郭
公
の
ひ
ね
も
す
喘
い
て
村
静
か

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

　
定
刻
の
園
閉
ざ
さ
れ
し
牡
丹
か
な

　
揚
雲
雀
ま
だ
あ
け
き
ら
ぬ
河
川
敷

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

　
平
家
村
ど
こ
の
庭
に
も
桜
咲
く

　
だ
ん
だ
ん
に
本
気
と
な
り
て
野
蒜
堀
る

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

　
園
児
ら
の
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
土
産
か
な

　
散
る
桜
銅
像
の
肩
埋
め
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

　
山
門
の
桐
舎
の
句
碑
や
噂
れ
る

　
撫
若
葉
旬
碑
公
園
を
覆
い
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
自
涛

　
酔
う
人
の
千
鳥
に
踏
み
ぬ
花
莚

　
隣
席
の
莚
を
借
り
る
花
見
か
な

　
　
　
　
　
　
　
水
口
沢
　
高
橋
　
願
似

　
乏
ぼ
し
ら
の
花
を
仰
げ
ば
蝶
よ
ぎ
る

　
鯉
識
立
て
あ
る
庭
の
三
輪
車

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

轡◎ψφ瀞“φ瀞φ槽，礎φ騰“φ瀞ゆ

ビ
デ
オ
C
D
機
器
一
式

四
九
二
、
二
二
四
↓
四
七
九
、
二
五
九

合
計

七
三
七
、
二
七
四
↓
七
二
四
、
三
九
九

ぜ
ん
ま
い
を
宝
の
如
く
も
ん
で
を
り

黙
々
と
一
人
畦
塗
る
老
農
夫

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

庭
に
出
て
濡
れ
て
も
見
た
る
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
問
　
子
舟

故
郷
の
蕗
の
墓
昧
噌
杯
進
む

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

雪
に
耐
え
そ
っ
と
芽
を
吹
く
蕗
の
墓

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
南
雲
　
川
風

ト
ラ
ク
タ
ー
の
音
の
ひ
び
け
る
五
月
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

友
と
来
て
去
年
語
り
つ
つ
蓬
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

な
ご
り
雪
止
み
た
る
空
の
飛
行
雲

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
樋
ロ
タ
マ
エ

藤
房
の
豊
か
に
姪
の
婚
約
日

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

春
の
川
裏
参
道
に
添
ひ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
旭
昇

山
菜
に
恵
ま
れ
峡
の
里
の
春

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

我
れ
も
ま
た
し
だ
れ
桜
を
仰
ぎ
け
り

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

春
雨
や
駒
打
ち
込
み
し
茸
ほ
だ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

夜
半
よ
り
く
ず
れ
る
予
報
春
の
月

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

友
と
お
茶
飲
む
手
作
り
の
草
の
餅

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

一
早
く
咲
く
水
ば
し
ょ
う
祭
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

春
蘭
の
咲
き
初
め
し
と
て
友
に
や
る

　
　
　
　
　
　
府
中
市
　
喜
多
　
　
保

葉
桜
や
絵
馬
を
は
み
出
す
志
望
校

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

　
　
　
「
健
康
診
断
の
季
節
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
っ
て
き
ま
し
た
」

ブ
ナ
の
緑
が
ま
ぶ
し
歯
ん
ぼ
も
＋
七
名
の
死
亡
の
墓
、
二
＋
名
が
が
轟

に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
．
い
よ
ん
死
亡
．
そ
の
上
位
は
胃
が
ん
と
な
っ
幽

い
よ
職
場
や
地
域
で
も
健
康
診
断
の
季
て
お
り
、
健
診
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
囎

節
の
到
来
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ま
す
。

町
で
も
、
六
月
か
ら
住
民
健
診
．
胃
川
濤
の
譲
と
し
て
、
大
腸
が
ん
臨

燦
贈
纈
海
難
鞭
饗
駆
欝
舗
竈

し
た
。
会
場
・
時
間
に
つ
い
て
は
、
後

日
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申

し
込
み
忘
れ
、
予
定
変
更
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
住
民
課
保
健
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
昨
年
の
健
診
結
果
を
見
て
み

ま
す
と
、
川
西
町
で
は
『
糖
尿
病
の
疑

い
あ
り
』
と
診
断
さ
れ
た
方
が
約
二
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
っ
た
こ
と
に
び
っ

く
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
数
字
は
、

平
均
の
二
倍
強
で
、
　
『
四
人
に
一
人
が

糖
尿
病
の
疑
い
あ
り
』
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
働
き
ざ
か
り
の
方
が
受
け
て
い
る
職

場
検
診
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

最
近
で
は
、
生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ
、

残
念
な
が
ら
自
覚
症
状
も
な
く
、
症
状

が
現
わ
れ
る
こ
ろ
に
は
、
か
な
り
進
行

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
早

め
の
治
療
を
お
勧
め
し
、
日
ご
ろ
の
生

活
の
な
か
で
注
意
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
死
亡
状
況
で
は
、
七

を
取
り
入
れ
、
よ
り
精
度
の
高
い
検
診

を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
骨
密
度
検
診
も

日
数
・
会
場
を
増
や
し
、
大
勢
の
方
が

受
診
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
健
康
で
こ
そ
毎
日
忙
し
く
働
く
こ
と

が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
年
に
一

度
は
健
診
を
受
け
、
ご
自
身
の
体
の
総

点
検
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
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う
ぶ
声
f
お
す
こ
や
か
に

田
口

登
坂

片
桐

滋
野

　ひ　し未み　か光か瞬ゆ　　翔け
　り　ん希き　る

民寿裕　陽正羊久
　　　司
子男子　子行子夫
野　小　岩　木
　　白
口　倉　瀬　落

『
じ
ろ
ば
た
』
を

　
　
　
お
分
け
し
ま
す

　
風
無
草
の
会
と
ふ
る
さ
と
料
理
研
究

会
が
一
年
が
か
り
で
ま
と
め
た
、
ふ
る

さ
と
の
暮
ら
し
と
食
べ
物
『
じ
ろ
ば
た
』

の
冊
子
を
、
希
望
者
に
お
分
け
し
ま
す
。

　
【
体
裁
】
　
B
5
版
　
9
0
ぺ
ー
ジ

　
【
内
容
】
　
・
い
わ
れ
や
し
き
た
り

　
　
　
　
　
．
日
常
食
や
保
存
食

　
【
代
金
】
　
一
冊
　
千
五
百
円

　
（
郵
送
の
場
合
は
二
千
円
。
た
だ
し
、

町
内
の
場
合
は
、
全
て
配
達
し
ま
す
）

　
【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

町
公
民
館
（
魯
68
1
2
1
6
7
）
へ
。

　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

中
条

高
橋

ゆ
う
へ
い
重
文

雄
平

　
　
　
恵
　
子

め
．
克
己

芽
生

　
　
　
み
ど
り

木
　
島

高
原
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島

丸
山
ハ
ル
ェ
8
2
（
基
治
郎
）
中
仙
田
＝

丸
山
英
一
8
3
（
進
）
原
田

斎
木
　
ヨ
キ
8
8
（
周
　
次
）
小
　
脇

広
田
　
マ
ツ
8
8
（
育
　
郎
）
沖
　
立

五
十
川
ミ
キ
9
4
（
石
川
ヨ
シ
）
学
校
町
一
〇

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

田
村
　
健
蔵
75
（
健
　
蔵
）
室

（
4
月
1
日
～
30
日
届
け
出
分
）

瀞
　蓬や
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2
年
生
に
な
っ
た
よ
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2
年
生
田
村
沙
貴
さ
ん
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、
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㌃
か
、
、
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5月11日中条病院（中条〕

　　　8　57－3018
　　〃　長山医院（津南町）

　　　智　66－2877
　18日大島医院（川原町）

　　　費　52－2957
　25日大坪医院（四日町）

　　　8　57－6100
6月1日古藤医院（津南町）

　　　奮　65－3001

　”　上村病院（中里村〉

　　　費　63－2111

　　8日庭野医院（寿町）

　　　2｝　52－2711

　15日田中外科医院（田中町）

　　　費　52－2403

　〃　中条病院（中条）

　　　智　57－3018

▲「みんなの太陽」

　1年生さわぐちたかみつ　くん

▲「みんなの太陽」

　1年生あいざきみやこ　さん

レ
「
く
い
し
ん
ぼ
う
だ
よ
」

2
年
生
金
子
竜
美
く
ん

《尽尽
惹尽マ

　　　　　　　』一隔．

　　▲「たのしいこいのぼり」
　　　3年生富井飛鳥さん

へ
上
野
小
学
校
丁

●休日救急医

響繍1

3年生水品貴絵さんぼり▲「たのしい

▲「みんなの太陽」　　　　　　　　5

1年生たかはしよしきくん9．5．1。⑭

▲「たのしいこいのぼり」

3年生根津亮輔くん

（
6
月
号
は

　
橘
小
学
校
で
す
）


